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この子たちの上に爆弾を

落とさせるな！

イラクの人々に対する経済制裁の中止を求める市

囲獨『Voiresin the Wi曲m函のホームペー滋x

ら採ったこの写真には次のようなキャプションがつ

けられている。「バスラは岳ヽアル・フセイン◎顛各で

生の下水で遊ぶ子供J(1996年撮影）。湾岸戦争こよ

って下水施設が破壊されたイラク都市部その後 11

年も続ヽている経済闘甜こよって、復興お墨々として

進んでいない。写即乃こ◎顔各が今はどうなっている

かわからない。しかし経済闘勧3人々にとって何であ

るかを象徴する断片として、胸にとどめておきたいと

思う。

第2次湾岸戦争士「qこ始まっている。いやむしろ、

91年のあの戦報まま沼熟ヽていると呼ぶべきだろう。

査罷要求→括5ー飛行禁止空域の設定→裂璽輝讃
の領空侵犯→イラク軍による成嚇→多国籍軍の報復

…この暴力⑰郵瑣こそがイラクの 12 年間だっt~

「イラクがテロリストをかくまっている」というプ

ッシュ大統領⑪新定は、口実こすぎない。プッシュ大

統領は、「飛行禁止空域JGf!;英が勝宇ゴ央めた国際

法上の根拠は何もない）をパトロールする多国籍軍機

1 く今号の内容＞
対イラク戦争を止めよう／（資料］ラムゼー・

クラーク氏の国連への手紙／【資料】イラク

関係年表 (91~02)／沖縄から／広島の8月 1 

1 編集発行●脱軍備ネットワーク・キャッチピース
i ●維持会員（月額）個人1口1000円団体l口2000円
； ●通信会員（年額）1口3000円

●参加会員（月額）個人1口500円団体1日1000円
（会費には本紙購読料が含まれます）
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が、イラクからレーダー照射を受けたといっては「軍

事」への攻撃を繰りかえしている。

プッシュ政灌駆甘愛、ほぼ毎日のように「軍事臨投」

への攻撃が、イラクの「敵対行為」（いーダーの照射

なとうへの対抗間置として行われている。「9.11事態l

の何ヶ月も前から。「イラクがテロリストをかくまっ

ている」というのが、武力攻撃の口実にすぎないこと

はこの事実を見てもわかる。プッシュは「イラクを攻

撃し、イラク政府を回賢することを決心して、尤瞬員

に就釦したのだ）

イラクの対空砲火によって多国籍軍機が撃墜され

たとことは一度もない憮人偵察機をのぞいて心。

しかし、裂顎罪の「対脚髄化はミサイ'~精密誘
導爆弾を用いた「非対称」な攻撃だイラク政廂ま、

数百人の市民がこの「軍饂設への攻撃」で死亡した

と卦囃している。

そしてもうひとつ刀戦争＝経済醐甜太イラクの一

番弱い人々をいためつけている：

＊浄水の供給率＝印船げ（都市部）•四糾灯：濃：

村部） C

*90年以来、 5歳以下の召如沌0万人が死已

＊幼児死亡率は湾岸戦争前に比べて2倍壌

＊新生児の4人に1人は体重2キロ以下。

こ吠甑の国土と社会に、米国は牙を剥いている。

世界の軍事費の半分近くを占有する巨像がアリをお

しつぶすような博争」。瀬争」と呼ぶことすらため

らわれる、一h的攻撃・ジェノサイド。核使用のオプ
ションさえ栄国頃寺っている。

ブッシュの国遍決議稟よ

： 
在日米軍基地でも、戦争準備と思われる動きが見え始めている。米陸軍相模総合檜給廠では、9月24日、350あまりのコ
ンテナが並べられ、トラックで懺出されていった。横浜の本牧ふ頭で米軍チャーター船に積み込まれると思われる。（金
子ときお市議撮影・提供）

武

ブッシュ大統領は、 9月27日、新しし恒漣安全郡章

理事会決議の草案を提出したその骨召ま次のとおり

だ3

l) 国連安保理は、イラクが現在も過去数哨間にわた

っても、国魁噸駁漠務を履行していないと断定

する。

2) イラクは、本決議採択後の日以内に査察開始

にさきだって、生物化学兵器核兵器、弾道ミサ

イル及び無人飛行磯の開発計画に関する全ての

靡を、謎躙容しうる皿雇さを持って翫し

なけUまならない。
3) イラクが安保哩口虚偽の報告をしたり、一部針隠

蔽した場合やこの決議に定められた国連への協

力義務を履行しない場合には、安保理卿甜国l;t.

国と瑯釦液全卸障が碑するために、

必要な全ての措置密溝じることができる。

4) 常任理蔚国よすべての査察チームの代表権をも

って行動することができる。常任哩胴国は生物

化学疇、核嘩弛直ミサイル計画の査察要員

を指名することができる。

5) イラクは、査察チームに対して、すべての四或

螂勺立ち入りと譴、日屎鰤き手段に対す

る査察を町時、無条件・無綱刷ゴ駆）なければな

らない。

6) 査察団は安保理櫛胡勘湘馘される、十分な規模

のこよって護衛される。この決議の目的に

沿って、鰤通布如返減、立ち入り禁止図或

を定めることができる。
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これらの条件をイラクが呑むことができないのは

明らか芯新しい「査察ヂーム」は渕国が描筆する「米

国そのもの」t~「拒否」を承知の渕義案である。そ

ねま「全ての必要燐髄的にいたる「通過儀釦にす

ぎない。

こ咲冠勧湘訳されるか否れま不、明t;:;,常任理事

国のフランスやロシアが拒否権を発動すれば成立し

ない。成立しなければ、「単独でもやる」。それが、 9

月20日に発表された「新国家安鉗祁顔蹟各」＝ブッ

シュ・ドクトリ切ビった）

アフガンは戦争の生体実験湯

9月2日のニューヨークタイムズは、「アフガン

での戦闘は、軍を、よりスマートで、強く、迅速

にした」と題して、四軍制服組幹部からの取材記

事を掲載している。記事は、「四軍幹部はアフガニ

スタンが戦闘の研究室であり、新しい戦術及び兵

器の実験場であったと語る一方、次の攻撃では克

服するべき弱点がそこには存在すると指摘してい

る」として、アフガンで得られた「実験結果」を

次のように列挙している。

＊精密誘導爆弾の制御装置のバッテリーをもっ

と長くする必要がある。

＊標準的な小銃は、敵一人を倒すのに 3発も撃

たなければならない。もっと強力な銃弾の開発

が必要である。

＊海兵隊の陸地深部での戦闘能力が実証された。

＊無人偵察機（プレデターなど）の有効性が実

証された。

＊陸上基地を十分に確保できない状況下で旧式

の空母を洋上基地としたのは正解であった（艦

載機を下ろした空母キティホークがその任務に

あたった）。

米ニューハンプシャー大のマーク・ヘロルド

準教授の調査によれば、アフガン空爆による民

間人の死者数は、 10月3日現在で最大に見積

もって3610人、最小でも3124人に上る。 (10月

6日「毎日新聞」。ちなみに、世界貿易センタ

ーでの死者数は、 3057人というのが米政府の4

月段階での発表だ）。 「目撃者のいない戦争」

と言われるこのアフガン攻撃で集められた「生

体実験」のデータに基づく改良が、今度はイラク

で試され、また新しい実験結果を生み出すのであ

る。今後はまだ戦場で使ったことのない「戦術核

兵器」を「実験」してみるのだろうか。

米国だ1ナでもやる。

ネックは「資金」だ。だから・・・

虞がやらないなら、渕郡膨虻でもやる。ついてく

る国だi切洞盟国だとプッシュ大統躙まいう。しかし、

20万人以上の兵士と、 トマホーク、精密誘導謝彰ょど

をフ叫動員するこ〇戦巽刀げ用は毎月の費用放苅意

鱈ドル (7心の億円～1兆円）に上ると米議会予算

鵬叩じき出している。このほがの費用として、

戦力の事暉嘩代螂に150臆ドI比訟かる、という

頌燻もある。「フセイン政権項碍衝匂且うならば、

戦争まそう簡戦こは終わらない。仮に3ヶ月かかった

とすれば氾⑱ぎ～位⑩意ドル。イラクの国内総生産額

（Gil')旅苅億ドルである。なんとすさまじし浪費！

しかし、こね士ブッシュ政権をとりまく軍需韻懃こと

ってはまたとない「ビジネスチャンス」に他ならない。

ところが、渕国屯．11事件以来、今まで経験したこ

とのない「米本土浙軒」を慰配tしな旧Uまならない

状況に立たされている。本廿内転乃ために、 2~音ト
報に計上した予園広 37暉ド／Hこ達する。 ITバ

ブル崩壊後の経済坂勁ヽらみれば、対イラク戦争刀t

用を一国でまかなうことはとても不可能だ

だから湾岸戦争のときのように、頃合を見て、 「裏

返しにした帽子がまわってくる」ことは必至t:;,臆病

ものぱ脚謝こ行かなくてもいい。ただ、この中にお札

を放り込び国だけを「同盟国と甲まう。ブッシュ大

統領やラムズフェルト宦防長官はそういっているの

である。日本はこれに応じるのだろうか。

対狂嘩認下でアラビア海｛濃開している日

本の艦船の動向も目を離せない。 9月25日のワシン

トン発共同電は、米国が、自衛隊の艦船活動地

域を、現在のアラビア海からソマリア沖まで拡

大するとともに、給油対象を現在の米英に加え、

強制措置を伴う臨船検査（臨検）を実施してい

るドイツなど他国軍にも拡大するよう文書で
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打診している、と報じた。アフガンからイラク

への「横滑り参戦」の準備がもう始まっている

のである。要警戒だ。

そして北東アジアでよ・・・

「有事法制」の根拠力囃らぎ出じめた

小泉首相がピョンヤンに行っt::.o数ヶ月前には想像

もできなかった場面を私たちはテレビや新聞でみた

拉致された人々⑰願告t~に私たちたじろぎ、歴史

の奥底で何がおこっていたのかを怒りと恐れをもっ

て思い知っt:.,その『札の解明が、一刻も早くおこ

なわれなければならないことはいうまでもない。それ

でも、この首月距海め意義は大きかっにキム・ジョ

ンイル氏はミサイル実験⑬癖吉をつづけること、「不

審船」と日本で乎西℃ている対日工作船の活動を止め

ることを約束した

有事法制推進論者が主張した根拠はくずれさろう

としている。

中東では戦争乃庖幾があり、北東アジアには平和の

チャンスが見え始めた）このような「まだら」な世界

に私たちはいる。 Ij泉訪朝は、ブッシュ大紺碩と会っ

たすく後だったこれを、産油国漬産圏配の高い

顔国・イラクペ液資」＝戦争と国家の乗っ取り、

に精力と資金を集中するための「不良資産l＝北朝鮮

材璽ヒげであり、ずでに昨年秋の暉（四年ごとび戦

カ疇し）で「コ嘩属を梃し臼暉の思感勇

りにこと力進んでいる、などと、したり顔で分折する

前に、私たちはこの事態の激変を、真っ正直に受け止

めたいと思う。日本には、「切迫した危機」はなくな

ったすくなくともそ⑰罰勧ゞはっきりと見えてきた3

叫協力拒否こ罰則なし」

自治体の平和カカ顎Lヽた地平

今国会での「有事法制」の成立を政府与党は断念し

た、と伝えられる。予断は許さない、でも廃案におい

こむチャンスが私たちの前にはある。

政府与党は、さまざま沼釦団堕妥うちあげている

が、国民の疑問に何らこたえるものではない。

第五条「地方公共団体の協力の責務」に関しても国

4
 

立市長の 44項目の質問・再質問をはじめとして多く

の自治体から疑問の声があがっているにもかかわら

ず、明確な回答はない。

しかし、戦争協力匂細げることはできないことが

ほかならぬ政府の言葉として聞こえ始めた

隋庁ホームページに掲載された「武力攻撃蔚善

法・想定問答」の次の下りに大いに注目したい。

園業務従事命令により業務従事者が行う業務に

はどのようなものが考えられますか。また、どのよ

うな場所で行うことになるのでわり~。また、命令違

反をした荀こ罰則を科していなし℃は何故ですか。

（答）業務従事命令により実施していただく業務は、

業務従事者の専F弔勺な知識・経験や能力を用い、能
動紐つ主佑的に行っマ頁くものであり、我汎国が

武力攻撃を受けているような事態においては自発

的力こ積極別こ協力しで頁けるものと考えており、

仮に罰則をもって強制打こ業務こ従事させたとし

ても、十分な命令”叫勘憤詩できず、場合によっ

てl雄讚朦の任務謝手支譴を記ましかねないと

考えていることから、命令こ違反した者に罰則を科

すること1胡只えてはいません。

自発的にやってもらうことが大事という言い方の

中に、彼らの弱点が隠されていると思う。やはり、武

力攻撃事態法が「個別法」である限りは、戦争協力の

強制はできないのである。

「協力の責務」は、マインドコントロールなのであ

るC 「拒否できない」と思い込ませることによって「自

発的な協力」を引き出すためのカラクリなのである。

それが、だんだ俎月ら汎こなってきた）

これが「自治体の平和力」と有事法案を作った人々

の綱引きが到達した地平なのだ私たちl訪なりの確

信を持って、こう言ってよいの芍まないか。． 
9月24日、米国カリフォルニア州のサンタクル

ーズ廿瑣託計ま、「イラク攻撃に反対し、市長に大統

領と地元選出国会議員に書簡を送る権限を付与す

る」勧告決議を採択した。「市議会がプッシュ大統

領の戦争への突進に反対し、外交努力による平和

の実現を支持することは、きわめて重要である」。

ここに希望がある。小さいが確かな希望がある。

（田巻一彦 10月7日記）
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国連ほ攣110圧力に圃さ，，，
輯鵬避0た仇甑國として行動書I

ーラムゼイ・クラーク元司法長官からアナン国運事務総長への公開書簡—
2002.9.20 

米 lntemaなmaA池m0mぼ”のホームページから。訳：田巻彦（表園謀環i)

す。たった一つ乃村国によってなぜ、世界がこのような

脅威にさらされているのか。その原因を冷舶こ分析する

必要があります。その熟慮こそが、われわれを平和に導

くのです。さらに私たちは、イラク攻撃が生み出ずであ

ろう人間蹟鴻貶、その攻撃沢乍り出ずであろう新たな

報復テロの危険を回避するために国堅が何をなしうる

の力斗こついて冷節こ考える必要があります。

1. プガ;,.:d;t疇Uィラク慶鼈•^
ィラーること書読位て

一 た
アナン事務総長殿

ジョージ・プッシュ大統領は、もし国連が制止しなけ

ればイラクに侵攻するでしょう。多くの国際組織一欧

州連合、アフリカ諸国座合、 OAS、アラプ連合、さら

には勇気ある国々が毅然とこの超大国の暴芭に対する

反対の声を上げています。国禁的な平和運動、政治指

導者そしてアメリカ国内世論は、平和のために果たす

べき役割を果たさなければなりません。とりわけ、国

連が米国のイラク侵略に反対の姿勢をとらなければ、

国連の名誉と尊厳と存在理由は地に堕ちるでありまし

ょう。

対イラク攻撃の犯罪性は、明白です。

それは、国慰刃盟諸国国民の欲求に真っ向から対立

します。いかなる油的、道義的見地がらも正当化する

ことはできません。すでに知られた事実関係に照らし

ても合理性はありません。さらに、すでに実在する戦

争と暴力に比して桁違いの脅威を世界にもたらします。

さらに、中東地域における長年の紛争を、この先何年

にもわたってさらに泥沼化する、危険な冒険でありま

プッシュ大統卸ま、こ〇戦争む即上する暇もあたえず

に始めようとしています。彼は先週の個雇日には、イ

ラクば韮軽剋配受け入れるとは思えないといっていま

したイラクが、国唖冠駆浪阿撫条件受け入れを表明

すると、今度はこの態度には「よこしまな酎酌力領i

されているとして、国勘3も口潰腔起こさないならば、

泊郡祖虫でもイラクを攻撃すると公約しました彼はイ

ラクと戦争をして、イラクを力で支配するために、自ら

の代哩人を押し立てるという妄想に凝り固まっているの

吐謎てのきねて坪齢沈諏—これ自体国息

憲章、法による支配と平和ぺ冴飼紅対する前傍乃ない

攻撃でしたーを行った数日後、渕国は、鍍空を審判した

米と脅迫＾の報復という、 11年間掏fてき

た目標を変更しつつあると発表しましたこの脅迫と攻

撃はそれほと惰渕なものだったのでしょうか？米軍鵬こ

イラクのミサイルは命中したこともなかったのです。一

方、イラク側芍辺女百の人々が米軍によるミサイルやロ

ケットて命を釦尤てきましt::.,米軍の内駆蕩は、い

わゆる「飛行禁止区域にとどまらずバグダッドにも及

月刊キャッチピース No.1 <Xi 2002. 9. 20 19118年6月18日第三直輝鍼回（嗣t182号）
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んでいます。今、料国は、イラク侵攻に先立って主要な

軍を破猿すると宣言しています。毎日のように脅

迫とプロパガンダが繰り返され、抵抗の声を掻き消そう

としています。戦争ぺかアクセM胡愛められることはな

いでしょう。そして最約的に頃刻訪匂ラクになだねム

むでしょうC もし暴力に反対する声が世界を覆わなバ浪

りは。

2.プガ ＇鶴•よ攣■ピ・■濃ヤすべての■々書
編'9-囀疇へと

引書mh“池てい拿す

ブッシュ樗輝は、「対テロ戦争」芍土事前の警告も

なしに自ら⑰恣意だげで、いかなる国も組織も人々も攻

撃る権利が、自分にはあると主脹しています。大統領

と即靭メンバーは籾節圧政や人昆こ対する抑王を

禁じた法判親那ま、もはや明赳柑しであり、国家の安全

疇こ合致しないと宣言しました彼らは印ヽます。危

険極まりないテロリズム糾坊止するため口土国外から

のテロ攻撃の可紺生自体を知即匁撃芍磁褻せざるを得ず、

碑の法律で公衆勾敗とみなされた人物む遡意iユ射甫・

拘禁し尋問し、監視下におかざるを得ない、と。つまり

「必要性こそが避渕的錨乳であり「必要性には交渉の

余地はない」。

ナチスのゲシュタポの指導者、ハンリッヒ・ヒムラー

の「まず撃て。蜀閉はそれからてかい。私が守ってやる」

という言卿ま、そのままプッシュ大統領に引き継がれて

います。ボルゲスによる当時のドイツを指していった言

葉こならえば、プッシュ大絞卸土ナチスドイツがそう

であったように、「暴力と剣への信仰を世界にもたらし

て」いるのです。そして、ナチスドイツi頑吐しました

ドイツ響仁砥中たって扉ドの信仰を拒否してい

ます。彼らの粘り強し叩和の追求の姿ま、至るところで

後口涜く世代からの寧孜針勝拉辱るでしょう。

国⑪よプッシュ大統領の「対テロ戦争」

によって、国繋糾づ藉諌護の死威という和威は釦面し

ています。

ブッシュ双趨枷「対テロ戦争」を宣言して以来、他

虚々も知甘敗撃を主脹しはじめています。インドとパ

キスタオ関では、米国が、国連との協議もなしに、一方

的な決断で、裁判もなんらの明白な証拠がなくても、テ

ロリストを殺すために無柑殿の権利を行使し、テロリス
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トをかくまっている国を攻撃すると宣言して以来、楔戦

争ミ 1962年以降かってないレベルまで高まっ

ています。

プッシュ双趨枷「対テロ戦争」で主張しているのと

同じような蹴処で、他国を攻撃したり、自国民の人権を

掴王する権利を宣言するというやり方が、すでにいくつ

奴渥々に蔓延しOOあるのです。メアリ・ルビンソ冴前

国邸等弁務官は退伯こあたって、静がこ、しかし

呻として渕国の戦租政撃と人権輯認宣言吠梃奴裸

について言及しましt:o

皿年9月11日、料国の強し後押しを受けているコ

ロンビアの節肉勧本「容疑者を笛奴¢し口笹甫し、軍の

筍即軌鼓殻定できる襴民を宣告しました新しし権

隙こは「電話醤椒こ対する規制の緩和と外国人び制限地

域、容疑者の自宅や事務所への令状なし

の立ち入り」が含まれています。これらの人権揮王は、

百万件⑪酎醍をネットワークするという、「9.11事態j後

のを、そのまま人口400万のIj国で税直し

たものです。（ニューヨークタイムズ幻立年9月12日

号

3.ィーそが一9.H饉コ"・る
．で9

ブッシュ大統卸よイラクの脅威をもって戦争を正当

化しようとしています。しかしこれば罷崖っています。

国省によねま、イラクの軍事力の印％は1991年に

破壊されています。大尉濶即遥脚澳随廿こ必要沼胡也女

墳罐の印％はすでi咀漣による8年以1::lQ女ぶ想昔

によっで筍も、破壊されています。 1990年まで、たしか

にイラクl註濯靡国iユ七べて強大でしt4 しかし、今は

弱J置遍ぎません。新兒尼の4人に1バま体重2kg以

下で、短命と病気と発育不全を約束されて生まれてきま

す。 1989伊こは体重2キロを割るような新生児は、幻

人に1人以下でしたイラクが平和の街威となる可能生

は過去のものであり、現在芍土他のいくつが辺粗々や

集団よりはる力やlヽさいといえます。対イラク攻撃土

必ずや渕国と細を翅愛する国々に対する報復攻撃杞呼

び、それは何年も続くことになるでしょう。

米国は、イラクカ哩陣⑬錮競脅かしでヽると主張し、

国連に対して、イラク国民乃死亡率をさらiユ勤llさせる

1988年6月18日第三種墾便蝙詞頃巻182号）ぬ1<62002. 9. 20月刊キャッチピース

麟識を強要しています。経済醐剥こよる死者

の数は、この12年間、ジェノサイドと呼ぶべき水準こ達

しています。イラクはこのような国民に対する刑罰を

中止するよう孤立無援で訴えることしかできずこいます。

対イラク経済制裁において国連が演じている役割は国座

の威厳と名誉を傷つけています。このことを思えばなお

さら、国幽胡艇択こ対して抵抗しなければならないばず

です。

査察は、8年間にわたっ寸報輝識を合哩日ち道具と

して使ばLそ咽甜艮、毎月数千人の召共と高齢者が死
んでいます。イラクは1991年中口冬了するべきであった

懲蜀在姐済制裁の犠牲者です。米国で9月11日にテロ攻

撃で死んだ人々よりはるがこ多い、 500万人がすでにこ

れまで項勒柿識のために死んでいます。

米国こそ汎蔀塾吋鰤［を脅かしています。のみならず、

国連の独立、威厳そして実団祁頂炉J)希望も、渕国に

よって窮幽こ立たされています。米国ば韮堅への資金拠

出を、もっぱら渕勁遭択した時期と金額でし力行行っ

マヽません。料国は加盟国に投票匂蛸乳、国胆飼芳

局の人事にも介入しています。栄国は先ごろ、UNF,SCO

に衡倍しましたしかしこねま→喘祝沫溢匂且つたも

のてす。 18年前iコ太 UNESCOの設立目的自体に異論

を唱えて脱退しているのです。さらに米国はイラク査察

団にスパイ針紐置しています。

核兵器吋亥兵器の拡閥坊止に関わる条約を拒否してい

るのも米国です。生物因捌知頃約の発効を可能にする

議定書に反対票を投じ、対人地雷禁止紺勺を拒否してそ

の成立の妨害口熱心だったのも米国です。さらは耳靭刊

蜘傭載を妨書し、召即楕租條約でも、子供心戦

争への動員禁止に対しd幽倖をつけています。料国は
これにとどまらず、戦争乃コントロールと閥恨、環瑯呆

護、衛即減少と鳥蘭穏紅関する目櫛啜力の開吐

すべてi;:J;深しています。

プッシュ大統卿太過去22年間にイラクが行った2件

の対外倒各を指摘しています。彼は過去立）年間に米

国がアフリカ、アジア、そしてアメリカ丸室て行ってき

た侵略の歴史、そして、アメリカ先住民守叫目から、脅

しと暴力で士地を永久口取り上げてき沿歴史ーフロリダ、

テキサス、アリゾナ、ニューメキシコ、カリフォルニア、

プエルトリコなどーを無視しています。イラクが2件の

対し泊司じ22年間だけをとっても、栄国は侵

略行為と軍事攻撃を繰り返してきましたグレナダ、ニ

カラグア、リビア、パナマ、ハイチ、ソマリア、スーダ

ン、イラク、ユーゴスラビア、アフガニスタンなどに対

しては園部勺に手を下し、由奴粗々では喝府や軍事

攻撃を支援してきたのです。

1983架こ、渕鰤Il晋グけダを脅迫した挙句に侵略

し、占領した事実を思い起こすことは有益です。数百人

の団間人が殺され、小さな精拘咤勅屯鴎tされて多くの

患者が死にました 1986年4月には、トリポリとベンガ

ジを深夜のもっとも無渕翫屈甜開tに攻撃し、ここでも

多くの民開人を殺し、4--:J(坊甘酎讃輝む磁褻しましt~

1998年8月には、カーツームのエル・シファ製薬工場に

21発のトマホークを撃ち込なスーダ叫到ものために必

要な医薬コ屯開叱り半分を破壊しましたもう何年も、ス

ーダンとウガンダに軍祖由留させてスーダ‘パ初付と戦っ

ています。湾岸戦斜各了後、おびただししセ数の攻撃を

イラクに対して行い、数百人々を殺しました料甜則に

は犠牲者もなく、航笞癌材祀たもありません。

4．ブッシ '9

咄た■薗は？

イラクが渕菩、他の国々対する脅威であることを示す

合理的な証拠は何もありません。イラク攻撃の理由は

他にあります。

プッシュ大統卸おテキサス州知舶ゴ由沖、 1967年に

廃止された死聘租渡が76年に復活して以来、全ての州知

事の中て最も多くの知隋柑冦侑いました彼はマイ

ノリティ、女性、知恵遅れの人々と外国人一本来ならば

「外郊瑶系に関するウィーン甜匂」によって、逮捕にあ

たってはその人の属する国⑬瘤堤辺凋脚が義務付けら

れていますーに対して如刊を執行することを承認しまし

た。その衝肋ま「イラクの依租猿更」と同質のものです。

米国最高裁判所は、知恵遅れの人々を死刑にすることは

米国憲法に違反する残忍で異常お珊罰であるとしていま

す。プッシュ大統領か荘陣に対して押し付けようとして

いるのはこれと同じ価値観と願望です。

彼が、イラクを攻撃をしたい理由の中には、次のよう

な事柄も含まれていると思キホます。

・経済政策の失敗＝健全な煕打柏皮が、数兆ドルの

損失に転じてしまっt~

・米国に莫大な利益をもたらすかもしれない一逆に

悪夢に転じるかもしれない一「新しい世界和芋」とい
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ぅ屁慧すること。 を高めます。国酌よすべての大尉磁釦器脚消膨tと撤

・「父親の仇」を討つことc 廃のために行動するべきです。邪悪心敗を処罰せよとい イラク調運年裏
・アラプ国家を弱体化すること。 ぅ｀大鰤渕彰澤とそ⑬圏記我の大半を占有する超大

・イスラムが崩本化すること。 国の要求に脚服するべき可まありません。 1990-2002 
・イスラエル針荊術し、同国の地瞼和公支配権を強 イスラエルはあらゆる国家の中で、もっとも多くの国

米NGO" Center for D吋enselnfamatbn"のホームページから（訳：田巻一彦）

化すること。 連 年40年間に犯してきましたそれでも、

・米国の利益む龍Kさせるため、イラクの石油f奴） イスラエルは姻罰されていません。
"”隼 名目。米軍部隊の規模は、 10月下旬ま

支配権を確保すること。中東地域の石油価怖庄支配権 安は、叩申ゴ3いて、また でに20万人は膨れ上がった。

を握ることC 差し迫った軍即奴脚虎機が存在しない状況下で、ある 7月6日 イラクのアリク・タジズ外相、クウェ 8月8日 イラク、クウェートの併合を宣言。

このような目的でイラクを攻撃することは、犯罪であ 国家と民衆への攻撃射国塾が承認する根拠にはなりえま ートが<FECの取極め以上の石油を採 8月9日 安全保障理事会、ただちにイラクによ

り、 1974年12月14日の「攻撃の定縮喝肘る国塑齢ミ せん。そうて1まなくて、安封甜細門芸渕聯こ淘丈した 掘し、イラク・クウェート国境にまた るクウェート併合の無効を宣言。

決む知、多く吠韮吟恋こ対する明白tぷ軽丈行為 すべてハ国に対しそれを守らせる努力こそが求められて
がルメイラ油田で盗掘斜め掘り）をし 8月10日 カイロでアラブ首脳が緊急会議C 対イ

であります。 います。
ていることはイラクに対する「釦妾攻 ラク防衛のためアラブ軍部隊をサウジ

撃である」と非難3 アラビア及び湾岸諸国に派遣すること
過去の泊国による「体制伝覆が生み出したのは、専 7月25日 イラクのフセイン大統領がエイプリ を決定

制政治家の長大なリストでしたイランのシャー、コン 6. ．． か亭瓢かの漬麟が遍邸で｀＂ ル・グラスピー米大使と会談。同大使 8月11日 エジプト軍及びモロッコ軍のサウジ配

ゴのモプツ、チリのピノチェット•••これらばずべて、民 は大統領に対して、（おそらく、不運に 備始まる。

主的に選出された政府によって取って代わられています。 国連と米国は、戦争ではなく平和む且求しなければな も）合衆国はイラクとクウェートの国 8月13日 パキスタンも軍のサウジ派遣を声明。

りません。対イラク攻撃は「パンドラの箱」を開き、世
境紛争に対して何らの見解も持たない 8月14日 シリア軍サウジに到着。

5.中璽における 熙壊仔目こ及ぶ暴力のエスカレートび明唸泊抗るで
と回答した。 8月17日 イラクが外国の市民をイラクに招きイ

8月2日 旱朝、イラク軍部隊がクウェートに侵 ラク攻撃に対する「人間の盾」として
しょう。平和は可能です。のみならず、科学技術が人類 攻。短時間のうちにクウェートの軍事 「客人として遇する」と声明。

イスラエル患會むものでなければが畔ん に与えた地球大の自己破壊の手段を思うならば、平和は 的支配を確立。ブッシュ米大統領は、 8月18日 安全保障理事会決議664号。イラクに

必須の命題です。 軍事侵攻を激しく非難し、イラク及び 外国人の釈放を要求、迫害せぬよう警

米をあぶりだしで攻撃ずるという国患と泊国の もし仮にプッシュ犬遠穆枷、国塾乃承認の有無にかか 占領下クウェートヘの経済制裁を命令 告。

頗は、疇と併新とテロ］ズムを拡大し、戦争ゞ痛 わらずイラクを攻撃することが許されるとするならば、
するとともに、合衆国内におけるイラ 8月25日 国連安全保障理事会、ペルシャ湾海域
ク及びクウェートの資産を凍結。国連 の各国海軍に対して、対イラク制裁違

を開きます。料国がイスラエ瓜こ与えている国民一人当 彼は「公衆の最大の敵jとなるでしょう。それだけでは 安全保障理事会は決議660号を採択、 反行為を防止するための武力行使を承
たりの経済援助額は、サハラ諸国の国民一人当たり⑰収 ありません。戦争刹坊止するために飢段されたにもかか 侵攻を非難しイラク軍の即時無条件撤 認

入額匂冦えますc 渕勘押し付けている経済『識によっ わらず戦舘ゴ呻しt咀暉自身も、「無力」以上の非鵬こ 退を求める。安全保障理事会は決議に 9月1日 カイロでアラプ連盟の緊急会議開催。

てイラク国民一人当たりの所得は、1989年に比べて75% さらされるでしょう。そ⑰峙、戦争祝碩畠ゴ冬止符を打 従わない場合には、イラクに対して強 イラクにクウェートからの撤退と賠償

減少しましt~過去 10年間のイスラエJl/41涯眠一人当た ちたいと願う世界の民衆は、国塑とi胡ljの手立てを見つ
制的制裁措置をとると威嚇した。この 金の支払い、外国人の解放を要求。

り所得は、パレスチナ人の12倍に相当します。 けださなけねまならなくなるでしょう。
時、ペルシャ湾には6隻の米海軍艦船 10月29日 安全保障理事会決議667号。クウェー

が展開していた (1949年以来の中東プ ト侵攻及び占領とそれに伴うダメージ、
イスラエルは、ブッシュ大統領の「対テロ戦争宜言」 国連が決断を下すべき時てす。国堅本町封として独 レゼンスの一環である）。また空母イン 負傷者並びに経済的損失はイラクの責

を口実にして、数十年つづけてきたパレスチナ民衆への 立性を守り、国魁駆配：国禁去、そし可国墾自体の佑生 ディペンデンス戦闘団はインド洋、空 に帰する。

攻撃をエスカレートさせましたヨルダン川西岸及びガ 意義に忠実に行動するのでしょう加そう芍まなくて、 母ドワイト •D ・アイゼンハワー戦闘団 11月8日 安全保障理事会、 20万の部隊をペルシ

判駆償I並み匂慰器l」に破巖し、国難芸祠種なる国 超遺噂諏湿して、刃野毬籾池に対すひ積託容 は地中海にいた` ） ャ湾に派遣し攻撃体制を構築する決定

連総会、安全閑章理事会の決議に逆らって七地を新たに 認し、私たちを熙去の支配する世界に導くのでしょうか。
8月3日 イラクは、 8月5日までにクウェート を発表。

奪っています。 そんなことがあってはなりません .. から撤退すると言明。報道機関は、撤 11月29日 安全保障理事会決議678号。 91年1月

収中の機材及びクウェートで捕獲され 15日までにイラクがクウェートから撤
イスラエルは、米国由来の核殖頑を数百基と、数千キ た物資を載せた輸送車両の列を目撃し 退しない場合には、「必要なあらゆる手

ロ以上の射程と命中精度を持った高性能ロケットを保有 た。 段」を行使することを承認。

しており。廂国と吋打で、新型ロケットなどの武器紺司

゜
8月6日 国連安保理、決議661号を採択3 イラ 12月6日 ドイツに駐留する米陸軍j第7師団の

開発を約束しています。 ク及び占領下クウェートに対する包括 攻撃部隊の装備を積んだ最初の船がサ

対立を抱えた地域の中で、ある一国が大量破壊臨器を
的な貿易禁止を内容とする。 ウジに到着。

8月6~7日ブッシュ大統領、米軍部隊をサウジア
保有することは兵器冴柑閲鮪速捉進し、戦争の可紺生 ラビアに派遣。対イラク防衛の支援が
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3月22日 イラク北部で米 F15Cがイラクの SU22 で対抗するが、侵入機の追尾に失敗。 スター爆弾を投下。 1時間後には、F-15

,991年 を撃墜同日、もう一機のFl5Cがイラ 米軍はこれを静観：以後、イラク軍機 二機がレーザー誘導爆弾2発を投下。

ク軍の PC9（練習機）パイロットに機 は、91年3月22日以来の飛行禁止措置 12月21日 イラク北部のファイダで、イラク軍が

1月9日 ジェームズ・ベーカー国務長官がアジ からの離脱を強制。この後 12ヶ月にわ を無視して飛行を継続 米偵察機を攻撃偵察機は、 99年3月

ズ外相とジュネープで会談するも紛争 たって、イラク軍の固定糞機は地上に 1月5日 瓜SCOM査察官、バグダッドの政府機関 21日に設定された保安地帯内を飛行し

の解決に失敗 とどまる。 の建物への立ち入りを拒否される。［中 ておりイラク軍は、保安地帯から 1マ

1月12日 米下院、ブッシュ大統領がイラクのク 4月3日 国連安保理決議687号、停戦条件及び 立な」アドバイザーチームを指名する イル以上はなれたところにいた。イラ

ウェート撤退のための「あらゆる必要 対イラク武装解除要求を明示。 ことによって立ち入りは認められた） ク政府はこの西側報道を「でっち上げ

な措置」をとることを承認する決議を 4月6日 統合作戦部隊「プロバイド・コンフォ 8月26日 ブッシュ大統領、北緯32度以南に飛行 で根拠のないもの」と否定。

採択。 ート」、イラク北部における人道支援作 禁止地帯を設定。固定翼機及びヘリコ

'"ヽ零1月16日 多国籍軍、深夜にイラクヘの空爆を開 戦を目的にトルコのインシルリック空 プター両方の飛行を禁止。

始（「砂漠の嵐」作戦）。 軍基地に配備。 12月27日 米軍機、南部飛行禁止地帯に侵入した
この年は 9月までイラクによる飛行禁止地域にお

1月22日 イラク、イスラエルにスカッドミサイ 4月10日 米高官、クルド人救済作戦をイラクが イラク軍機を撃墜

ルを発射。つづいてサウジに対しても 妨害したと警告。北緯36度以降におけ ける多国籍軍機への攻撃は発生しなかった：

同様の攻撃 るイラク軍機の飛行を禁止。 ,993軍
10月6日 イラク、lJNSC(M及びIAFAによる査察への

1月23日 イラク軍、周到な計画のもとにペルシ 6月17日 国運安保理決議687号に従ったイラク 協力停止を警告、軍部隊をクウェート国
ャ湾に大量の原油を流出。史上最大規 の武装解除を監視するために、国運に 1月21日 フランスのミラージュが、 F-16及び

境に移動。
模の原油流出。米当局はこれを「環境 特別委員会が設置⑪似no F-4Gに援護を受けて、イラク北部のイ

10月8日 国連安保理、イラク国境へのイラク軍の
テロ」と非難。 6月23~28日しlNSCOM/IAEA（国際原子カエネルギー ラク軍ミサイル発射施設を攻撃。理由は、 移動に「重大な懸念」を表明。 2日後、米

1月29日 イラク、サウジのカフジを攻撃するも 機関）の査察官が核関連機器を積んだ 同施設のレーダーから追尾を受けたこ 軍はクウェートヘの部隊配備を開始。
多国籍軍により敗退 イラクの自動車を止めることを、イラ と。 10月15日 国連安保理決議 949号。イラクに対して

2月15日 イラク、クウェートからの撤退の意思 ク軍が銃撃で阻止。最初の阻止行動。 1月22日 F-4Gがイラク北部の地対空ミサイル基 旧紀直への全面的協力とイラク南部に進
を表す。多国籍軍は、つけられた多く 機器は後日発見され停戦合意に基づい 地にミサイル2発を打ち込む。 出した舞台の原状復帰を要求。イラク、
の条件を理由にこれを拒否。 て破壊された。 2月3日 北部イラクを定期パトロール中の米軍 lNSC直への協力再開。

2月24日 紛争回避のための努力の失敗とイラク 6月25日 米国、クルド人保護のための介入部隊 機がイラクから対空砲火を受ける。

軍のクウェート撤退がいまだお行われ の編成を公表。 4月9日 北部のサダムダム付近で、対クルド人 1995隼
ていないとして、多国籍軍はイラクを 1月18日～20日 イラクの弾道ミサイル存在明らか 道支援部隊（プロバイド・コンフォー

クウェートから放逐するための長期的 に。 UNSCOO、未申告の擬似ミサイル発 ト）の航空機がイラクから対空砲火を 7月1日 llN四による査察結果と反駁の余地の
な陸上、海上作戦を開始。イラク軍は 射支援機器を発見し、破壊3 受けるC ない証拠を前に、イラクが始めて攻撃
クウェートの油田その他の施設の破壊 8月2~8日しlNSC国、イラクの大規模な生物兵器開 4月18日 イラクの対空レーダーが北緯 36度以 的な生物兵器計画の存在を認める。し
を始める。 発計画を摘発。三種類の生物兵器用種 北で米軍のF14-G二機を捕捉。レーダ かし、実裁化については否認。

2月28日 ブッシュ大統領攻撃停止を宣言。湾岸 物質及び三種の戦闘用防毒マスクが含 ー施設は36度より南にあった。米軍機 8月8日 イラクの武器開発計画全体の責任者で、

戦争終緒。 まれるC の 1機が対地攻撃ミサイルでレーダー イラクを離れヨルダンに滞在している

3月2日 国運安全保障理事会、11対1で決朧686 9月6~13日イラク、 UNSCOM査察団のヘリコプター 1基を攻撃・破壊。 フセイン・カメル元産業鉱業相が、イラ

号を採択。正式停戦にあたってイラク 使用を妨害。 6月27日 米国、バグダッドをミサイル攻撃,93 クが禁止された武器開発計画に関する
が従うぺき条件の概略を示す。 9月24日 イラク、領土内での国連ヘリコプター 年4月にクウェートで起きたとされる 重要情報をUN沈直及びIAEAに対して秘

3月3日 サフワンにおけるイラクとの停戦交渉 の無制限飛行に同意。 プッシュ前大統領暗殺未遂計画への関 匿したと述べた。イラクは、当該情報秘
において、ノーマン・シュヴァルツコ 10月6日 最後に残されたクウェートの原油火災 与疑惑を理由とするもの。 匿はカメル将軍が行ったと主張した。イ
ップ将軍は、イラク軍機がイラク領上 が鎮火。 6月29日 サザン・ウォッチ（南部飛行禁止区域 ラクは、生物兵器に関する第三次の「全
空を飛行すれば直ちに撃墜すると警告。 10月9日 クルド人とイラク軍の間で停戦合意。 の監視行動）に従事中のF-4Gが対空防 面的、最終的かつ完全な開示」を破棄し、
ただし、南部地域における統治及び通 10月11日 国運決議715号。イラクの兵器プログ 衛施設をミサイル攻撃。同施設が、同 兵署製遣を含むより包括的な生物化学
信の支援のためにヘリコプターを使用 ラムの監視・実証轄果を承認。イラク 機らに照明を照射したことが理由。 兵器計圃に襲する情輯開示を認めた。さ
することは例外として認める。将軍は、 に対して旧ぬ瀾及び l~Mの査察へ 7月29日 疇アジア統合任疇隊(JointTask らにイラクはこれまで開示された以上
イラクがこの例外措置を武装ヘリコプ の全面的協力を馨務付ける。 Force Southwest Asia)所属の米海軍 の規模の長距離ミサイル開発計画の存
ターによる反撃に利用することを予期 のEA-6B二機が、別々に対空レーダー 在を認めた。イラクは養鶏場に隠されて
しなかった。イラク軍は 18のうち 14 1992隼 の照射を受けたとしてイラクのミサイ いた大量の文書をしJNSCOMとIAEAに提供
の州で、武装ヘリに支援されて反攻。 ル基地を攻撃。 した。この文書開示に引き続き、イラク

3月20日 米F15C機、北部イラクを飛行中のイラ 4月5日 イラン軍機、イラク国内の反体制勢力 8月19日 米軍のF-16二機が、モスル西部で対 は、神経ガスvxと核兵器に関する文書
ク軍SU22を撃墜。 の拠点を攻撃。イラクはスクランブル 空ミサイルの発射があったとしてクラ を開示した。
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11月 ヨルダン政府、高性能のミサイル部品 川への投棄を目撃、ビデオに収めるc ことへの対抗措置として、米海軍機が 4月6日 イラク、多国籍軍機を攻撃。
を積んでイラクに向かう貨物船を阻止 11月13日 イラク、米国籍の旧ぬ瀾要員の即時国 対空ミサイル施設を攻撃。バグダッド 4月12日 米軍機、イラクの対空砲火に精密誘導
イラクはこれら機材の一部はかつてイ 外退去を蔓求。I.JNSCOM委員長は、要員 の85マイル南。 爆弾投下で対抗3
ラク内にあったとしつつも購入の意図 の一時退去を決定。最低限の要員が資 4月19日 米英機、南部飛行禁止空域での監視行
を否定。 UNSmdの調査の結果、イラク 産及び設備の維持のためにバグダッド 2OOO零 動への妨害への対抗措置として、南部
当局とミサイル工場が高性能の管制・ に残る。 の早期レーダー施設を攻撃
制御部品の調達に関与したことが確認 11月20日 集中的な外交折衝の結果、イラクとロ 1月9日 1998年からこの日までの間に、イラク 4月20日 多国籍軍機、南部の早期レーダー施設
された。 LNSCOMは同種の機材をチグリ シアの間で UNSCOM要員全員のイラク による米軍機に対する対空攻撃は 420 を攻撃。

ス川から回収。調達に関与したイラク 復帰と業務の全面再開の合意が成立c 件、「砂漠の狐作戦」以来の南部飛行禁 4月30日 イラク、北部で多国籍軍機に対空砲火。
当局者によって投棄された疑いが持た バーレインに一時退去していた要員も 止空域の侵犯は140回。 多国籍軍は爆撃で対抗。

れた。 21日にはイラクに戻る。翌日から査察 4月4日 多国籍軍機、バグダッドの17マイル南 5月18日 米英機、バグダッドから 180マイル南
業務を再開 東のナジラヤのレーダー施設などイラ のイラク防衛施設を爆撃。

,996隼 ク軍事施設に精密誘導爆弾を投下。イ 5月23日 イラク、北部飛行禁止空域を巡回中の
,998隼 ラク、南部において米英機の空爆で 2 多国籍軍機に対空砲火。多国籍軍機は

8月31日 イラク部隊、クルド民主党と同盟を結 名が死亡と発表。 イラクのレーダーによる捕捉も受ける。
び、アービルに侵攻。数日後に撤退3 11月1日 イラク、 L"NSCOMの武器査察への協力を 5月22日 1998年以来の多国籍軍機へのミサイル 多国籍軍機は爆撃で対抗3

9月3日 ビル・クリントン米大統領、南部飛行 全面中止c 攻撃は470件。イラクの南部飛行禁止 6月5日 多国籍軍機、南部飛行禁止空域のイラ

禁止空域を北緯33度まで拡大。 11月7日 国連の武器査察要員15名が国外退去。 空域の侵犯は150件。 ク対空砲施設を攻撃。翌日にはレーダ

9月11日 イラクが、北部飛行禁止空域において 11月15日 米軍、査察協力再開の約束を受けて空 ー施設を攻撃。
対空ミサイルSA-6を米軍のF-16に 爆を中止。 2009零 6月14日 多国籍軍機、北部飛行禁止空域でイラ
発射したが命中せず。戦闘機とヘリ各 12月16日 lJNSCOM要員の全員が国外退去。 クのミサイル誘導レーダにより捕捉さ
1機が南部飛行禁止空域を侵犯。 12月17日 米英が、「砂漠の狐」作戦敢行。四夜に 1月1日 米軍機、南部飛行禁止空域でイラクの れる。

11月2日 サザン・ウォッチ（南部飛行禁止空域監 わたりイラク全土の楊的を攻撃。 レーダー施設を二波にわたり攻撃 その後、イラクと多国籍軍との攻撃の押収が続

視作戦）のF-16が、北緯32度付近で、 12月30日 タリル近郊の対空ミサイルサイトが、 1月16日 米英機、南部飛行禁止空域とイラク中 ＜．．． 
レーダー警戒信号を受信したとしてイ サザン・ウォッチのF-16に6~8発のミ 部の対空防衛施設五ヶ所を攻撃。この、 6月25日 米→イラク対空砲廂段（南部）
ラクの移動式対空レーダーに HARMミ サイルを発射。同施設へのレーザー誘 ブッシュ新政権のもとでの最初の攻撃 7月7日 米→イラク対空砲施設（南部）
サイルを発射。後日の調査で、イラク 導爆弾投下への報復c F-16は、イラク にはおよそ12機が参加。 7月17日 米→イラク対空砲施設（南部）
のレーダーは米軍機を追尾していなか のレーダー制御施設への「予防的措置」 1月20日 米軍機が南部の対空防衛施設を攻撃。 7月18日 イタリアのアビアーノ基地所属の米空
ったことが判明。 としてHARMミサイル2基を発射した。 すべての航空機が無事機関。 軍のF-16がトルコで墜落。北部飛行禁

11月4日 サザン・ウォッチの F-16が、北緯32 1月24日 イラク、モスル北方でノーザン・ウォ 止空域の巡回に向かう途中の事故）パ
度付近で、レーダー警戒信号を受信し 1999隼 ッチ（北部飛行禁止空域監視作戦）中 イロットは脱出し無事。
たとしてイラクの移動式対空レーダー の多国籍軍機を攻撃。米軍機、爆撃で 8月7日 イラク→多国籍軍機（北部）

に肌RMミサイルを発射。 1月5日 南部飛行禁止空域で、 F-15及び F-14 饂 8月10日 多国籍軍→イラク通信、レーダー、ミ
12月31日 プロバイド・コンフォート作戦、公式 がそれぞれ別々にイラクのミグ戦闘機 1月28日 米軍機、南部でイラク対空防衛施設を サイル施設（南部）ロ

には終了。 に計6発のミサイルを発射したが命中 攻撃。「イラクの最近の国連安保理決議 8月14日 多国籍軍→ミサイル施設
はしなかった。 違反への対抗措置」。 8月17日 イラク、多国籍軍機を対空砲で威嚇c

,99'7隼 1月12日 イラク軍機5機が南部飛行禁止空域を、 2月11日 米軍機、対空砲火への報復に南部の対 多国籍軍機、自衛のために対空防衛シ
2機が北部飛行禁止空域をそれぞれ侵 空砲陣地を攻撃。 ステムを爆撃。

1月1日 トルコ政府、 トルコからの空軍作戦の 犯。国防総省によれば、「砂漠の狐作戦」 2月12日 イラク軍、モスル北方で北部飛行禁止 8月25日 多国籍軍→イラク早期警戒レーダー施
継続を承認。ノーザン・ウォッチ（北部 以降の禁止空域侵犯は70件に上る。 空域を巡回中の多国籍軍機に対空砲火。 設

飛行禁止空域監視）作戦開始。 2月10日 イラク軍機の三波にわたる南部飛行禁 多国籍軍機は施設への爆撃で対抗） 8月27日 イラク、多国籍軍機に対空砲火c 多国
1月 国連、オイル・フォー・フード・プログ 止空域侵犯を受け、米英機がイラクの 2月13日 米軍機イラクミサイル施設を攻撃3 籍軍爆撃で反撃。米空軍の無人飛行機

ラムを開始。売り上げを人道援助にの 対 2ヶ所を攻撃 2月16日 多国籍軍機イラク施設を攻撃） プレデターが行方不明に。墜落もしく

み使うことを条件に、イラクに石油販 2月24日 米空軍機と海軍機がイスカンダリヤ近 2月22日 イラク、北部飛行禁止空域で多国籍軍 は撃墜されたものと思われる。

売を認める。 郊のイラク対空ミサイル施設を攻撃。 機に対空砲火。多国籍軍機、イラクを 8月28日 多国籍軍、南部の管制施設に精密誘導
9月17日 イラクが「国家機密にかかわる」とし 同施設はバグダッドかの30マイル南。 空爆。 爆弾攻撃。 2日後には、レーダー施設

ていた施設への立ち入りを図っていた イラクの対空砲火及び南部飛行禁止空 3月30日 多国籍軍機、南部飛行禁止空域でイラ を攻撃
瓜況直の査察官が同施設からの文書フ 域侵犯への対抗措置 クの対空砲火への対抗措置として精密 9月4日 イラク→多国籍軍機（北部・モスル）

ァイルの搬出、焼却と焼却灰の付近の 11月22日 イラクの対空砲が多国籍軍機を射撃し 誘導爆弾投下。 9月9日～11月27日 多国籍軍、 7回にわたりイラ
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クを防空施設などを攻撃。 レーダー施設ニヶ所を攻撃。 ある。米国防総省はこれを否定。英空 多国籍軍機はディ・カール州で民間人

8月26日 イラク国営ニュースによれば、 25日の 軍もこれは間違いであるとした。伝え 及び公共施設を攻撃し、対空砲火によ

2002零 攻撃は民間人と公共施設を狙ったもの られるところでは、攻撃はこの 4年間 って撃退された。同州はバグダッドの
であり、8人が死亡し9人が負傷した。 で最大のものである。この攻撃は、戦 230マイル南に位置する。中央軍司令

2月4日 イラク→多国籍軍機（北部）。多国籍軍 クウェートの空軍基地から飛び立った 争開始前にスカッドミサイルを無力化 部によれば、攻撃は、イラクの敵対行

→イラク（同） 延べ35機が攻撃に参加した。英国防省 するため、ヨルダンかサウジアラビア 動に対する対抗措置同時に司令部は、

2月28日 イラク→多国籍軍機（北部）。多国籍軍 のスポークスマンは、米英機がこの攻 を経由して特殊部隊のヘリコプターが 米英機が、バグダッド南東 160マイル
→イラク（同） 撃に加わったか否かについて言明せず。 イラクに潜入するのを容易にするため のタリル付近の通信施設を攻撃したこ

3月19日 イラク防空レーダー、北部飛行禁止空 同日 多国籍軍機、イラク北部のレーダー誘 のものと思われる。 とを認めた
域付近で多国籍軍機を捕捉e 多国籍軍 導施設を攻撃。 9月6日 多国籍軍機が、南部イラク、アル・バ 9月16日 イラクの外相が、国連武器査察の無条
は精密誘導爆弾で反撃。 8月27日 多国籍軍機、イラク南部の航空管制施 スラ付近の地対艦ミサイル基地を精密 件再開に応じると発表。コフィ・アナ

3月29日 アフガニスタ汎註留軍の再編で、第5 設に精密誘導爆弾攻撃。 誘導爆弾で攻撃。ペルシャ湾の多国籍 ン国連事務総長は、イラクの動きを「イ

特殊戦隊がイラクに振り向けられるC 8月29日 多国籍軍機、イラク南部アル・クート 軍艦船に対するイラクの敵対行為が理 ラクがもはや大櫨破壊兵器を保有して

5月1日 イラク、北部のサダムダム付近で多国 付近のレーダー施設に精密誘導爆弾攻 由。 いないことを証明するための必要不可
籍軍機に対空砲火。多国籍軍は精密誘 撃理由は「飛行禁止空域監視に対す 9月7日 多国籍軍機が、南部イラク、バスラ付 欠なステップ」であると評価。しかし

導爆弾で反撃。 るイラクの敵対行動」 近の対艦ミサイル基地を攻撃C カター ブッシュ大統領は査察だけでは不十分

5月28日 6月19日 イラク、同じくサダムダム 8月30日 米英機、南部のバスラに近いアシャー ルのアル・ウデイドからクウェートに であると強調し、目指すべきはイラク

付近で多国籍軍機に対空砲火。多国籍 ルの大規模情報・防空施設を攻撃。空 ぶっしを輸送する多国籍軍艦船に対す の武装解除とすべての国連決議の遵守

軍機は精密誘導爆弾で反撃3 対地ミサイル4基を発射。同施設は、 る、対艦ミサイル誘導レーダのロック であるとした。米当局は、サダム・フ
6月26日 イラク、北部アイン・ザラ付近で多国 イラク陸軍の南部の情報司令部。陸及 などの敵対行為に対する対抗措置。こ セイン大統領が、かつてと同じように

籍軍機を対空砲火。多国籍軍は精密誘 び空の偵察機能を持つ。 れまで、多国籍軍が、飛行禁止空域で 査察官たちをだまして、米国と同盟国

導爆弾で反撃。 同日 多国籍軍機、精密誘導爆弾でアル・クー の威嚇に対抗して行ってきた攻撃に比 の国際的な結束を弱体化しようとして
8月12日 米軍、ヨルダン・イラク国境付近の空 ト付近の対空ミサイル基地を攻撃3 べて、明らかなエスカレーションであ いると懸念を表明した。ブッシュ政権

軍基地に進駐。 9月3日 「ウォール・ストリート・ジャーナル」 る。イラクが保有する中国製シルクウ は、引き続き、イラクが現存の国連決
8月13日 米軍の貨物船2隻分の軍需物資がペル がカタールの事前集積資材がクウェー ォーム対艦ミサイルは、射程59マイルc 議に違反しているとして、イラクがな

シャ湾に移動。 トに移動したと報道 2個旅団分。 9月 クウェートに入港する艦船を射程に収 すべきことと、それに従わないときの
8月14日 米中央軍司令部、米英機が南部でイラ 4日には、米海軍が戦車及び装甲車を めることができる。 結果について言及する新しい国連決議

クから対空攻撃を受け、精密誘導爆弾 ペルシャ湾に輸送するための大型貨物 同日 多国籍軍機、イラク南部の通信施設を 採択の圧力を強めることを計画してい

で反撃したと発表。 船を借り上げたと報じた。米海上輸送 精密誘導爆弾で攻撃。 る。
8月17日 国防総省、南部飛行禁止空域を巡回す コマンド (MSC)がチャーターした同船 9月9日 多国籍軍機、イラク南部の指揮管制施 同日 国防総省は、英国に対して、インド洋

る多国籍軍機への敵対行動への報復と は、 9月下旬にはペルシャ湾に到着の 設を攻撃 のデイエゴ・ガルシアにある英基地に、

して、南部の移動レーダー施設を攻撃 予定これは、この一月で三回目の海 9月11日 米軍筋は、中央軍司令部がフロリダ州 B2爆撃機六機分の特設の格納庫建設を

したと発表。イラクは、攻撃は民間人 上輸送である。同船は、米本土南東海 タンパからカタールの首都ドーハに近 要請した。これは、 B2ステルス爆撃機
と公共的な建物を標的にしたと非難3 岸を出発する。公式の兵姑補給文書に いアル・デイド空軍基地に移されるこ の戦闘任務を目的とする初の海外配備

8月20日 多国籍軍機、南部の管制施設に精密誘 よれば、 67台のトレーラーユニットを とを明らかにした中央軍司令官のフ を意味する。また、同時に対イラク攻

導爆弾攻撃。理由は17日と同じ。 積む。 ランク将軍は、これを確認しなかった 撃の準備のエスカレーションでもあるC
8月21日 イラク、米政府が生物兵器関連である 9月5日 米英機、バグダッド西方240マイル、 が、作戦と要員の一部をカタールに写 「数機のB2爆撃機で、イラクの防空施

と主張する施設をジャーナリストに公 ヨルダンに近い防衛施設を攻撃。国防 すことを考慮しているとした）これは、 設を数13で破壊しつくし、多国籍軍は
開。米中央軍、南部のミッサン州の管 総省によれば、攻撃は南部飛行禁止空 イラク攻撃に備えたエスカレーション イラク攻撃のため制空権を掌握でき

制施設を攻撃したと発表。イラクの南 域での監視行動へのイラクの敵対行動 であり、米軍と同盟軍にとってのカタ る」とレキシントン研究所の上席研究

部飛行禁止空域監視行動への敵対的対 への対抗措置。国防総省スポークスマ ールの死活的重要性を示している。 員・ダニエル・グアー氏は指摘する。

応に対する報復 ンのデビッド・ラーパン海兵隊大尉は、 9月12日 プッシュ大統領が国連で演説。イラク 国防総省当局者によれば、米軍は本国
8月23日 米軍機、北部イービル付近の防衛施設 攻撃には24機が参加C うち 12機が爆 攻撃を提案。 11日に報じられた中央軍 からディエゴ・ガルシアとカタールに

を爆撃。レーダーによる追尾を受けた 弾20発を投下した。ラーパンは同時に、 司令部の移駐を認めた。司令部は、 11 弾薬を輸送している。（ウォール・スト

ことが理由。イラク軍スポークスマン 24機を動員した攻撃は今年に入って 4 月にカタールに移る。目的は 1週間の リート・ジャーナル）

は、イラクの対空砲火が敵機を国外に 回目であると明かした。「ロンドン・デ 演習のため。 同日 米政府高官は、米英軍機の飛行禁止空

撃退と語った。 イリー・テレグラフ」は、この攻撃に 9月15日 米英機がイラクを領空侵犯。イラク軍 域における行動には、イラクの防空能
8月25日 多国籍軍、南部飛行禁止区域での敵対 は100機が参加したと報じt.::..,これが スポークスマンによれば「イラクから 力に永続的な打撃を与えるという新し

行動を理由にアル・バスラ付近の防空 正しいとすれば、異常な大規模攻撃で 38波が飛来した」。イラク軍によれば、 い戦術が付与されたと語った。新しい
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戦術には、違物（とりわけ指揮管制系
統に関わる建物）及びそのほかの固定
欄的＝レーダーや地対空ミサイル発射
綾置が含まれる。ラムズフェルド国防
長官は、標的変更を先月発表した。米
英機がかってよりも、イラクの対空攻
撃にさらされることが多くなったこと
が理由である。英政府高官は、英空軍
のトルネードGR-4は数ヶ月のうちに、
スタンド・オフ攻撃用の巡航ミサイル
を搭載すると明かした。（ロンドンテレ
グラフ）

9月20日 フセイン大統領が、「イラクには核兵器

も生物化学兵器もない」と声明を発し
た。大統領は国連に対して、米国から
のイラク政府への攻撃への支援要求に
抵抗するようアピールした。大統領は
同時に、新規武器査察について「バグ
ダッドは、安全保障理事会に協力する
用意がある」とし、国連がイラクヘの
経済制裁を解除することに加え、国連
がイスラエルに対して中東からすべて
の大量破壊兵器を撤廃するとした国連
決議を実施させるよう圧力をかけるこ
とを、求めた。

沖縄から
沖縄がかわれば、アジア・太平洋がかわる＃64

伊波洋一
「沖縄から」 「沖縄ボイス」編集委員
沖縄県講会議員・元沖縄中部地区労事務局長 1

.9:〒901-2203 | 
言沖縄県宜野湾市野嵩2-1-8-10
：伊波洋ー事務所

ヘぶTEL&FAX098-892-7734 

ついに沖縄県知事選挙で革新側が分裂して

それぞれの候補者を擁立することになった基

地のない沖縄を実現する県政を求める県民の

願いとは裏腹に3ヵ月に及ぶ統一候補の擁立

作業が不毛な政党間の争いに終わったことは

残念なことだ。

沖縄の幾つもの米軍基地や演習場で新たな

施設建設の鎚音が聞こえることに、怒りと腹立

たしさを抑えきれない。多くの県民がやり場の

ない怒りを持っていることだろう。

一前号で現稲嶺県政に対抗する野党の候補者
血の践みの乱れを報告したが、結局、社民

党や県内主要労組が推す元副知事の吉元政矩

氏が9月24日に那覇市内のホテルで出場表

明の記者会見を行ない、立侯補に向けた動きを

開始した3

吉元氏は、「新基地建設を認めない」ことを

基本に政策を近々まとめるが、政党に対して推

薦依頼をせず、政党との政策調整や政策協定を

結ばない方針を打ち出した。

従来の革新の枠を超えて浮動層や中小商工

業者などの保守層への支持拡大を狙っての方

針と思われる。そのような方針に理解を示す社

民党県連、連合沖縄、自治労県本部、全逓地区

本部、NTT労組支部などはすでに推薦を決め

た。

一方、共産党支持の県労連が、いちはやく吉元

氏の不支持を決め、共産党県委員会と関係団体

で沖縄医療生活協同組合理事長で歯科医師の

新垣繁信氏の擁立を決めたので、沖縄返還前か

ら続いてきた知事選での革新共闘体制が崩壊

することが確実になった。

沖縄社会大衆党などは、吉元氏の政策が未提

示のために支持を決めかねている。 10月31

日告示、 11月17日投票の知事選までわずか

しかない日程を考えると盛り上がらない選挙

になりそう芯吉元氏にとっては、ウイングを

拡げて浮動粟と保守票を取り組む作戦と同時

に、いかに従来の革新票をまとめきれるかが、
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課題となるだろう。

稲嶺知事の方は、 9月10日に那覇市内のホ

テルで2期目に向けた出馬表明の記者会見を

行なった焦点になっている普天間飛行場代替

施設の15年使用期限を2期目の公約に据え

ることを明らかにした。 4年前は海上基地に反

対して陸上への軍民共用空港建設を公約した

稲嶺知事が、より巨大な海上基地建設を進めて

いることを県民はどのように判断するだろう

か。沖縄県民を2度だませるだろうか。

皐から1隼

昨年9月11日のニューヨーク世界貿易セ

ンターと米国防総省への同時テロ攻撃から 1

年が過ぎた。同時テロ後に沖縄への観光客は大

きく落ち込み、県内の観光関連産業を直撃した。

県内観光施設への入園者も修学旅行の大幅減

で1割程度落ち込んだ。

1年が過ぎた現在、観光客数は戻りつつある

訊誘客のための低額料金設定によrホテルな
どの観光産業の収益率が悪化している。収益率

の悪化で、高稼働率のオーシャンビュー・ホテ

ルが閉鎖するということも起きている。県内で

も健全経営と見られた東洋バス（株）が9月に

民事再生法を申請し事実上倒産したが、観光客

の落ち込みによる観光バス部門の収益悪化も

要因とされている。

米同時テロから 1年過ぎて回復しつつある

沖縄観光であるが、米国のイラク攻撃準備が

着々と進むことに、観光関係者は大きな懸念を

持って事態の推移を見守っている。

同時テロから1年目の米軍基地は、相変わら

ず厳重な警戒体制が続いている。同時テロ以降、

各米軍基地のゲートに多くの兵隊が配置され、

突入を阻止するための大型コンクリート塊や

即が樹置されている。各基地の監視警戒シス

テムの強化も行なわれている。嘉手納基地では、

さらに7億円をかけて「ビジターコントロール

センター」を第1ゲートと第2ゲートに建設し

て、出入り口の検問体制を強化するための周辺

整備を行なう。

F1~ 

8月には訓練中のFl5戦闘機1機が沖縄

南碑上での墜落し、その前後に嘉封鵡虞で

の緊急着陸が相次い芯対イラク戦争のための

爆撃作戦訓練でエンジン等に強い負荷が掛か

り、トラブルが続出したものと推測しているが、

9月も同様にF15戦闘機の緊急着陸が相次

いでいる。

9月9日から 13日までの5日間連続して

1機以上のF15戦闘機が緊急着陸した緊急

着陸の際は、消防自動車やレスキューの車両が

囀する中で瑚陸し、新麟にエンジンや機体

の点検をした後、牽引されて格納庫に運ばれる

のがパターンとなっている。 F15暇糊幾の緊

急着陸か5日間も続くことは、沖縄近海の訓練

空域での対イラク攻撃の訓練がより強化され

ていることを示している。

キャンプ・シュワブの沿岸での水陸両用車と

ゴムボートによる上陸訓練も頻繁に行なわれ

るようになっており、沖縄本島北部の演習訓練

場周辺が慌ただしい。 9月は前半までにシュワ

ブで3回以上の上陸訓練が行なわれたが、辺野

古の浜から写真撮影をしようとした住民らに

「撮影するな」と警備の米兵が制止するなど、

これまでにない対応が報じられている。

9月18日には、完全装備の米海兵隊の装甲

車両5台が真っ昼間に浦添市街から高速の沖

縄自動車道に入り、駐停車禁止場所で隊列を整

えるために停車したために沖縄県警のパトカ

ーが出動する騒ぎがあった。従来、装甲車など
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の移動は住民への配慮から夜間深夜に行なう

のが米軍の方針。米軍の装甲車両は、牧港補給

基地（キャンプ・キンザー）から勝連町のホワ

イト・ビーチに移動中だった。

沖縄の米軍基地がイラク攻撃に向けて活発

に準備を整えている一つの証しだろう。

•〒—

嘉手納基地の周辺で深夜・早朝（午後10時

から午前6時）の騒音が急増している。今年、

4月から 7月までの月平均が16 3回にもな

っている。 1997年から2000年までの平

均85回に比べ、 2001年度は153回と 2

倍近くに急増し、今年度も増え続けている。県

が発表した2001年度航空機騒音測定結果

によると、嘉手納基地周辺の14調査地点のう

ち13地点で日平均騒音発生回数が前年度を

上回った。特に、早朝、深夜の騒音発生回数は、

滑走路への陸地側進入路にあたる屋良B地点

が月平均259回と前年の2倍近く、海側進入

路に近い砂辺地区で前年比4倍増の18 2. 6 

回と前年の4倍近くになった2

日米間では夜間、早朝の飛行は制限されてい

るにも関わらず、 2倍に増えたことについて、

県は改善を求めるとしている。

朧軍の

鶴胄璽

一在沖米陸軍特殊部隊（グリーンベレー）が進
めている新たな都市型戦闘訓練施設の建設計

画の概要が明らかになった。沖縄タイムスの質

問に答えたもので、建設予定地は、恩納村喜瀬

武原（きせんばる）区に近いレンジ8射撃場で

460メートルX600メートルの2階建て

の巨大施設 2003年度に工事着手する。当

初2002年度に円換算で約4億7千万円の

予算が措置されていたが、繰り越された。施設

建設計画は二段階に分かれ、第2段階は200

7年米会計年度中に50メートル級の平坦な

射撃場2ヵ所と管理棟、武器洗浄施設などを建

設する計画だという。米陸軍担当者は対テロ専

用施設ではなく、あらゆる戦況に備えるために

必要な施設の一つだと説明しているが、対テロ

戦闘訓練施設であることは間違いないだろう。

武器洗浄施設などは始めて聞く施設であり、ガ

スなど特殊な戦闘訓練も行なう施設の可能性

が高い。県民の強い反発を受けるのは必至だ。

米軍陸軍特殊部隊の都市型戦闘訓練施設の建

設問題は、 1988年にも起っている。

88年 12月 14日に米海兵隊報道部が恩納村

内のキャンプ・ハンセ汎寅習場内に都市型戦闘

訓練のための実弾射撃演習場を建設中と発表

し、同年12月23日には沖縄叫義会で「米陸

軍特殊部隊の実弾射撃訓練施設建設工事の即

時中止と同実弾訓練施設の即時撤退を求める

意見書」と「同抗議決議」を全会一致で採択し

た。現地の恩納村では村民ぐるみの反対運動が

続けられた。

しかし、米軍は施設建設を続けて、 1989

年10月に恩納村側から資材搬入を強行しよ

うとし、恩納村民が座り込みで資材搬入を阻止

したため、県警機動隊が投入されて村民を排除

しようとしたが、さらに多くの村民が座り込み

に参加したため、機動隊も米軍も座り込功茄衡子

動を止めさせることができず、資材搬入針玩念さ

せた、経緯がある。その後、建設計画は膠着状態

に入り、柴義会は90年までに5回に及ぶ都商堕

戦闘調菊諏の建設工事中止決議を行なっているC

90年11月の県知事選で米軍の施設迦即旧酉

を蜘していた当時西銘知事が知事選挙こ敗れ

て反基也の大田知事が就任すると、米側も事態収
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拾に乗り出し、最終的には1992年5月15日

の沖縄函璧20周年の記念式典に参加するために

来日したクエール副大統領が、キャンプ・ハンセ

ン内鳴商聾躙l陳願即撤去を発表して決着

しt:,,

今回の都市型戦闘訊諌施設建設計画は、 10年

前に断念した計画をより大規即こして建設しよう

とするもので、泊電乃米軍胆即沼此を鋸敦する

ものt:=:,

辺野古の海上基地が米軍の60年代から練り上

げていた基瑯麒難涸であるように、今回の都市

型戦闘訓練施設計画も、米釦訪箇妓廠のタイミ

ングを狙ってきたのだろう。基地容殴r餃潅嶺知
事の下では、前回のような大きな反対運動が起き

ないとの読みもあるのかもしれない。前回の反対

運動で恩紺柑長として村民の完項に立った比嘉安

政村長は、現在、稲嶺熙攻の副知事であるが、県

議会での都市型戦闘訓練施設託画に関する質問で

醗さね龍の睾姓殴場翌匝塊認ら約7

00メートルの至近距離にあったことを強開した）

今回の施設力遭瀬武原区から直線距離で1. 5キ

ロであることを意識した答弁のように思われる。

新たな都市型戦躇軌陳施設への対処は、稲朧県

政が基地に対する姿勢が試されることになるに違

しヽなし ‘o

一偏＇隈皐

9月20日の正午ごろ、嘉宇内刊紗、の兼囚毎

浜公園て情掃作業中の男勁ゞ、「パーン」という発

射音とともに金属片が飛んできたのを発見しt~

公園の芝生の上から計6個の直径1センチ、長さ

2センチの金属片を見つけ迄現椒本米軍嘉手

納マリーナから約400メートル離れた場所で、

当時、釣り人やジョギング中の人もいたが、幸い

に人身への被害はない。目撃者によると、当喘ま

対岸のマリーナで複数人で何らがの調凍をしてい

るようで、「パーン」という音と同申コ赤い光りを

放つものを何発も発射していたという。現賑丘＜

には保育園もあり、よく保育園児たちが遊訊こ来

るところでもある。

23日午後、レミングトン米軍嘉毛納郵也司令

官は、同マリーナでの在沖米軍の定期餌躙I陳で

4型の信号発射装置（ペンフレア）社起甘した信

号弾匂樹士汀l陳はJfflが究明されるまで見合

わすことを明ら汎こした）

嘉は、 9月27日の9月定例会最終

日に嘉手納マリーナ地域での訓陳廃止を求める抗

議決議を全会一召匹可決した決議は、嘉封押了

の83％を米軍基地が占めている中で、町民冴攻

少なV憩いの湯である公園で生命の勉険さ氾惑じ

させる事件だと指摘し、囲郡梱紀丘くで材言号弾

発射は、人命を無視した非常蹴極まりない訓練で、

町囲親冑む労ょでしている、と非難している。

キャンプ・シュワブてのM2銃那り珂雌隣tヘ

の着弾配牛こ次ぐ、着弾事件で沖縄の米軍郵也の

状況を象徴いるものである。

安jを容認し、米軍船也匂むb、日本即仔

に楯突かない熙即噸く限り、このような事件が

なくなることはないだろう。

今回は、 9月定例会の代表質問や→役町』の時

期と重なったので、報告ができなかったものは次

回報告する。 (10月5日）

噸｀！：
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戟争0ない量界へ、
人々 はとうつながる0か

三―S

ン一、 ~ヽ·-- コし

湯浅一郎(8• 6ヒロシマ平和へのつどい2002)

広島・長崎から57年目の夏が過ぎt::o原爆を投下した

当のアメリカでは、半世紀以上がたつのに、多くの人々

が「原爆の投下は、早く戦争を終わらせ、アメリカ兵の

生命を無駄にしないために正当だった」のだと未だに思

いこんでいる。しかし、他方で、世界中の多くの市民が、

核兵器は廃絶させねばならないと言う信念を持ってい

る。その声が、頌炉邦月のニューヨークにおけるNP

T再検討＾議で、核兵臨甜国の「保有核兵器の廃鄭こ

関する明確な約束」をとりつけ、 21世紀の早い時期に

核兵器がなくなる道筋が見えたと世界の市民に印象づ

けるところまで到達したこれは、アメリカを初めとし

た少数の国が、世界を牛耳っている現在の地球社会を少

しでも変えていくために、大きな力になる。

しかし、アメリカ東部で起きた「9.11事件」の後、暴

カの連鎖が止まるところを見せない。その直前まで、世

界的に孤立していたプッシュ政権が、 「テロを叩く」こ

とを錦のみ旗として、世界中を引き連れてアフガン「報

復」戦争を始め、アッという間にタリバン政権を倒して

しまった日本は、イギリスと並んで、いち早くブッシ

ュを支持し、戦後決して踏み込むことのなかった溝眠f

下の派兵」を可能とする「対テロ特措法」を猛スピード

で成立させ、海上自衛隊の補給部隊を派兵した。プッシ

ュの「次はイラク」戦略を意識した固坐りにつき合う形

で、海上自衛隊ま今だにインド洋にいる。その中心はま、

呉と佐世保、つまり二つの被爆県の基地から派兵された

艦艇である。

更に「テロ対策」 を口実としたパレスチナヘのイス

ラエルの圏昭了為。実質的な核保有国であるインド・パ

キスタンの緊張，プッシュ政権は 「悪の枢軸」甲まわ

りした3国を含む7つの国に向けて核兵器使用計画の

策定すら臭わせ、軍事による一国主義の貫徹をめざして

いる。そして小泉政権は 9.11事件後の社会和類囲気に

乗じて「新ガイドライン」i項Pして、戦争法である有事

法制をつくらんと躍起になっている。

この状況を変えるには国緊内な視野を持って、市民

が相互につながる必要がある。アメリカの核政策につい

てはアメリカ市民が当事者だが、そのアメリカ市民に広

島映を初めとした日本の市民からの声は大きな影響

力を持ちえる。人々は、主佑的にどのようにつながるの

か。人類史上、未曾有の体験をし、そこから核兵器恕色

を訴辺恕ナているヒロジマから、各地の市民を始め、世

界の人々と考えてみたい。今年の夏は、そのような睛目

意識を貫くこととなった

アメリカ商貶⑰蕊

8月3日、 9.11直後に、アメリカ議会で、戦争肯定を

決する決議にただ一人反対した民主党のバーバラ・リー

さんとの 心、議掛の地下での昼食会に出た。東京を中

心とした超党派の国会議員等でつくる会が日本に招い

たものだが、リーさんのたっての希望で広島に来られた

の芯原水禁が窓口となり、秋葉市長も含め広島の関係

者30)¥J）ミ出席しに核兵器想色をめざすヒロジマの会

（以下HANWA)からは、岡本森龍リーパーさん

と僕が参加したまず、リーさんから吋簡単な話を受け

て、是非とも被爆証言を聞きたいとのことで、坪拍直、

石田明さんの証言が15分ずつ。昨年秋の議会で、なぜ

一人で戦争に反対する意志を表明し、あそこまでできた

のか？とのいくらかきつい質問に、リーさんは「議案を

何度読んでも、納得がいかなかった自分の選択が、新

たな犠牲者を生み出すことにし力戒らないと言う思い

は、まわりからの圧力と関係なく強くあった」と淡々と

答えたのが印象的だった逆に、プッシュの政策につい

てどう思うかとの釦郡こ、森龍さんが、 HANWA訪米

団の話しを伝え、ピースフル・トウモローズとの交流や

ワシントンのリーさんの事務所を訪問し、被爆者の話を

即 1988年6月18日算三種郵便物認可頃囀182号） No.1ai 2002.9.20月刊キャッチビース

聞いてもらったときのことなどを話し、今後関係を持っ

ていきたいことを表明僕は、用意していた訪米団英文

報告集をリーさんに渡し、リーさんを囲んでの写真撮影

に加わったン

更に、 1淵寺からは、県民文化センターで、 4月の訪米

団てお会いしたリタ・ラザーさんとの交流会に臨んだ3

彼女は、 9.11遺族であり、報復戦舘こ反対しているピー

スフル・トゥモローズのメンバーである。訪米団は、ほ

ぼ全員が参加しt~リタさんは、日本に来て太ったほど

で、元気だという。今回の来日では、色々な場に出てい

るのだが、この交流会を一番楽しみにしていたと率直に

話してくれt:.c皆が英語で話すので、僕も、負けじと適

当な英語で話してみた報告集にはなっていないが、と

りあえず英文のものや新聞記事を集めてプレゼント用

にとじたものをさしあげたとても喜んでくれt~

ヒロジ叩びのつどい

5日からは、例によってめまぐるしく時が過ぎていく

ハードスケジュールが始まった 1沸寺、ピースサイクル

の到着集会でのあいさつのため原爆ドームに行っt~今

年はピースサイクル15年目ということで、広島の主要

メンバーは、長崎に向けて走っている。約15人が、自

船で登場した

5日夜のメイン集会は、副題を溝誇切ない世界へ、

人々はどうつながる」として、メインの問題提起者とし

て武藤一羊さん（ピープルズ・プラン研究荊環そ）は溝

演していただいた題して「希望び躙各ーアジア平和塞

合(APA）の試み」。武藤さんは、 8月末に、マニラで

発足が予定されているアジア平和連合という構想を準

備中である。人々の力で、ブッシュに象徴される力の政

治を根底から変えていくことをめざしており、広島でこ

の議論が行われる意義は極めて高い。武藤さんは要旨、

以下のような話しをされた

世界は19コ戻った
：武頴一羊さん茂舌

米国が原爆を落とした時代と今とはどうつながって

いるのか考える時にきている。世界はある意味では194

5年に戻っt:.o9・11以降ゴ平も経っていないのに世界は

激変している。9・11凶洛ツインタワーの崩壊び明5倍、

何千倍の変化が起こり、世界は勝ち負けのないただ続く

だけの戦争の時代が始まった 9• 11はこの地滑り的変

化の単なる「引き金」にすぎない。米国はこ⑪時点てiま

「報復の論理によって戦争を開始し、すべてのマスコ

ミもこれに同調し、これに従わないものを「村八分」に

する社会的凰潮が出来あがった）

ブッシュは竿臣洋頭教書て世界を鞘悪二つの世界

に分けた悪の枢軸3カ国、これと同盟する国家や司盟

者（テロリストに武器を与えることができる者）。これ

に対し酌ま、渕国及びこれに同調する国家悪と闘う米

国を善とし、米国はこれと闘う権利があるとし、国粽去、

国連憲章等これまでの国察内な原理、慣習を一切無視、

国際社会の一員であることを拒否し料司一国による「ア

メリカ帝国」の宣言を行ったこれはプッシュの「固有」

の行きすぎなのか、または数十年単位の新しし涸欣の始

まりなの力滉極める必要がある。

1年代ソ連の崩壊によってアメリカの単一支配の

時代が再び戻ってきた今回は冷戦制tと違ってアメリ

カの軍事力を測る（ソ連という）対抗勢力が存在せず、

したがってアメリカの軍事費には上限がなくなったブ

ッシュの年頭教書では15％の軍事費増額（似刈意ドル）

を提案、これはタイのGNPの％気中国のGNP心柏％

に相当する。しかし、このアメリカの軍軒内丑舶鴻H立
という考え方は既にクリントンの時代に戦略化されて

いる。

このアメリカの軍事的圧倒的優位という戦略は経済

の新自由主義的グロバリゼーションと密接に結びつい

ている。ここでは世界は一つの市場、競争の場となり、

競争こそが善、したがって強いものが勝つ、このことが

邑に急速に進んだ」規荊捕孵邑自由貿易、知的所有

権等がセットになって推進されt4 イラクヘの戦争を

ブッシュは本気てやるつもりであるが、中東やカスピ海

の石油資源を含めて完全に親米政権で固めるのがブッ

シュの畷洛で、これも善と悪で分断してそれを善だと印

象づけようとしている。

小泉の構造改革の狙いも表向きはバブル崩壊からの

でコ
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脱却だが、真の目的はグロバリゼーションの→景に加わ

ることである。切年代は同時にこのアメリカの動きに対

して下から⑬斑勧況始まった時代でもある。最初はNG

0のロビー活動それからはもっと下からの動きがヨー

ロッパ、ラテンアメリカ、インド等から起こり、それら

が互いに結びつき、1999末シアトルのWTO閣僚会議で

デモとなって刃約さし、閣僚会議を流会にさせた世界

的な反グロバリゼーションの動きが実現し、人々は戦争

とグローバル化を一つのものとしてつかみ始めている。

ところ旅）・ 11以降こ⑰墾動は水をかけられている。

日本はアメリカと共に歩むためにこの戦争に参加す

るという道む選んでいる。このため日本社会の右傾｛はゞ

次々と始まっている。しかしこび戦舘井月手の見えない、

目的のはっきりしない戦争だからアメリカに対するリ

スクをゼロにしなければならず、したがってすべての

人々の活動を監視体制の下に置かなければならない仕

組みになっている。

これまでは一国の物の見方で問題を見ていくことが

続けられてきた日本の憲法の平和主義に依拠しての軍

軒ヒ鴎訛と頌息ヽ。輯国吐齢沿南祖脊問題こ

れらは、それ自知おK切なことだが、しかしどういう文
脈で今日の状況が起こっているかはそこからだけでは

見えないし、今日の状況に全面的に対峙できない。

最近のフィリピンの幽論譴査では「世界で最も信頼で

きる人物」ioo％の人々がブッシュと答えたこれはあ
らかじめ今は善と悪（テロ）の闘いであり、我々は善の

方に参加するのだという論理が浸透している結果でも

ある。それ招次み込んでしまった上でアメリカ軍がくる

のは主権の侵害だというだけでは対処できない。我々の

側で（ブッシュの側とは）違う正義を、違う善と悪を創

らなければならない。

その際、私は広島、長崎に対する廊謝交下は一つの非

常に大きな基礎になると考える。原爆投下はどう考えて

も非武装市民の大量虐殺という人道上の犯罪である。私

たちは日本帝国としての歴史的反省をもう一回その中

i埠み込みながらも広島・長崎の原爆投下は、人道上の

犯罪であるということをはっきりさせていく必要があ

る。

一8月末マニラて憬雁される「アジア平和連合」大会で
我々が目指す世界像を空想で描くのではなく経験を生

かして、この経験を我々の別の枠組みの中にもう一回組

み入れるという作業を行いたい。マニラで歩み始めるこ

ととしたい。

譴さんの話は、現在の社会を捉える上で、ボ唆に富

むものだっtこやはり来てもらって良かったまた後日、

僕もマニラの会議に参加することになるのだが、ここで

構想を聞いていたので、マニラに行く意義を考えるいい

機会となった）

これを受けて、コメンテーターとして田中利幸さん

は島市立大学広島平和研究茄、森龍春子さん（イン

ド・パキスタン青少年と平和交流をすすめる会）、 ATI

AC JMAN（アタック＝市民を支援するために金融取引

への課税を求めるアソシエーション）の方にコメントを

してもらう。海外ゲストとしては、ベトナム、インド、

パキスタン、そして在プラジルの脚暴者からのアピール

もあっt.:.,,

それ杞足けて思うのは、9/11以降の感慨＝人類の仕会

は時間がたてば良くなっていくものと予定調和的に考

えることはできない。 100年前と比べて、今が良くな

っていると感じるとすれば、そこに至るまでにおびただ

しい数の人々、民衆の体を張った闘いがあって初めて、

現在があると言うべきだろう。

改めて、市民のとり組の必要性を痛感する。民衆⑪墾

携それも国顧りな視野を持っtci!邸籾、重要だと思う。

やや個人的なことになるが、僕は、どちらかというと士

着型の、地域に根付いt項鴎hにこだわるというスタンス
が好みだが、その上で、国察柑塑携の重劉生を、敢えて

訴えたい。ここに来て、それはいくつか始まっている。

暴力の連鎖の、最も大きなもとは、言うまでもなくア

メリカにある。アメリカの政策を代えられる当事者は、

アメリカ市民であり、市民との連携は重要である。 4-5

月にかけて、僕たちは、 HANWAとして、広島・昆崎

平和使節団を作り、ニューヨーク、ワシントン、アトラ

ンタを訪れたニューヨークでは、 9.11◎即叙）中に、

自分の身内の死を理由に、アフガンでアメリカが戦争を

起こすことが許せないという人との交流をし、共に行動

しt.:.,,ピースフル・ツモローズの人たちである。その一

人のリタさんが、 8.6にヒロシマにきている。 6日のタ

方のHANWA咽給で発言を料願いしてい。彼らとの

連脚ま、おたがいに、励ましあい、心からつながれる関

係を作る上で、大きな成果を生み、今後、更に大きな影

響力をもちうる予感がする。彼らの一人は 「広島・長

崎からの訪問む勇じで初めてWTCの現場吋子く気に

なった。感謝しています」と言ってくれた椀曝配氏
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57年にわたって核兵器廃絶を訴えていることに共感し、

自分も57年後、暴力によらない解決を求めていたいと思

いを語った人もいる。9.11とは比べ物にもならない規模

と、継続的な障害を受けた広島・長崎と9.11遺族との連

携は、大きな意義また、有事法制への取り組みでは、韓

国、フィリピンなど、アジア民衆との共同声明運動を行

った。これは、また菌接的な効果はわからないが、粘り

ずよく取り組みたい。ただ、こういう取り組みをより効

率的に、大きくするためにも組織杓な体制が必要である。

9.11で世界が変わったということをあまり大きく見る

必要はない。政治を動かすのは、私たち一人ひとりです。

市民が、自らのこととして、行動するとき、状況は動く

はずなの芯

8月68

6日は、早朝7時前から、平和公園で市民宜言の配布。

九条の会の意見広告も配布されていて、なかなかにぎや

かだ 8時になって、原~暴ドーム前でのグランドゼロの

集会に移動，8:15-10分ほどダイイン。 9時半からは、

これまた恒例の中国電力本社前での反原発のすわり込

みと続いた原発中心の平和利用は、既に理論的には破

綻している。それでも、なおかつしがみつこうとしてい

る勢力がいる。その1つが中国電力である。少しでも早

く、原発の稼働を止め、新設を止めさせるため、原爆が

世界史上初めて、この広島におとされた、その日に、中

電本社の前て座り込みを続けることの意味は、計り知れ

ない。一頃よりは参加者が少ないが、それでも100人

前後は集まっt;::.,

ベトナムの人々 と

そのまま広島YWCA^ 移動し、ベトナム代甜可との交流

会を行っt;::.,皆、休む間もないスケジュールだが、それ

でも40人ほどが集まっt;::.,ピースリンクがこだわって

きた、広島の基地群が戦舘こ関わることに反対し、止め

させる運動にとって、ベトナム戦争との関わりはきわめ

て重要である。広島は、沌縄などと同じように弾薬庫、

岩区トナム戦争を担っていt;::.,世界に向けて、

核兵器廃絶と、恒久平和を訴えているヒロシマは、ベト

ナムの民衆に対して、弾薬を運内廿す地として機能して

いた。それを許せないと考えた、市民学生、労働者は、

反戦と弾薬輸送に反対する運動を進めt;::.,その意味を、

改めて考え、未来に向けて、 1つのきっかけにできれば

と交流会を持ったのである。ベトナムからの代朗.113人

がそれぞれ報告。一番印象に残っているのは、横浜での

日本の戦車阻止闘争が、 100日にわたって戦車を止め

ていることを、例間、壕の中でラジオで知り、とても励

まされたという体験談である。

霞濃会への参加の後、 4時からは、原爆資料館地

下のメモリアルホールでのHANWA主催の国際粛舌

集会のタベ貿易センタービルで弟をなくした粗国のリ

タさん、インドパキスタンからのお二人をパネラーとし

て、共同代表の岡本さんが＝ーディネートしt~ 9.11 

以降ブッシュの強引な政策が続いている中で、それと

の面と向かった議論をすると言うことにはならなかっ

たが、そうであればこそ、改めて、広島・長崎の体験が

重要な鍵を握ってきていることを強く感じさせる場と

もなっt::.oパキスタン、インドの少阜少女の参加も得て、

多彩な議論と交流の場となった）これらの若者たちは、

広島での脚暴者の話や実態を見聞きしているうちに、核

兵器は持つべきではないと言う当然の結論を得て帰っ

ていく。

8月7日は、 9時毛品港発のクルージングC今年の柱は、

二つあった一つは、 「テロ特措法」とそれに伴う呉の

基地詳の変質について、その延長上に有事法制ができて

しまったらどんな状況が起こるのかを明確にすること

である。第二はベトナム代赳団に乗船してもらい、ベ

トナム戦争に向けて弾薬を供給し続けた米軍弾薬庫の

状況を説明し、当時の市民運動について知ってもらうこ

とである。

3日から7日まで、ほとんど休む間もないままのヒロ

シマの夏であった武藤さんの話しではないが、 9.11、

プッシュ輝炉茄な戦鰺嘩とりわ消懇橙知惑

を口実とした先制核使用をも視野に入れてのイラク攻

撃と「暴力の連鎖」をくい止めるために、改めて広島・

長崎の体験と被爆者の存在そのものが、重要な役割を果

たしうる状況が出現している。プッシュ政権の核戦争政

策が吹き荒れている今、被爆者はもちろん、広島・長崎

の出番がやってきていることを改めつ額殷した8。6で

あった。 ●● 

丘

三言ご三
三三
丘
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会計暢告
(02.6.28~10. 3) 

0前期からの繰越 376,838 

0当期の収入 36,000 

会費収入 33,000 

（内訳） 維持個人 12,000 

維持団体

参加団体

参加個人

0

0

0

 
通信会員 21,000 

カンパ収入 3,000 

運動収入 。
資料収入 。
預金利子 。
【支出】

●当期の支出

電話・FAX代

郵送費

文具・備品

印刷・コピー代

振込等手数料

分担金等

雑費

●次期への繰越

42,794 

゜34,820 
4,704 

゜540 
゜2,730 
370,044 

顧子力艦
入瀧情纏

#133 
20028.8~10.2 

L＝ロサンゼルス縁原子力潜水艦

【横須賛］． 8月9日 15:04 原潜シャイアン(L)入港

◇ 8月16日 10:26 原潜シャイアン(L)出港

♦ 8月23日 13:54 原潜シャルロット(L)入港

♦ 8月28日 13:09 原潜ホノルル(L)入港

◇ 8月29日 10:05 原潜シャルロット(L)出港

◇ 8月30日 15:04 原潜ホ／ルル(L)出港． 9月17日 16:38 原潜ルイビル(L)入港． 9月208 9:57 原潜シャイアン(L)入港

◇ 9月24日 9: 57 原漕ルイビル(L)出港

◇ 9月28日 12:58 原潜シャイアン(L)出港

横須賀当期計（うち原潜）： 5 (5) 

【佐世保】

♦ 8月15日 15:53 原潜ツーソン(L)入港

◇ 同日 16:25 原灌ツーソン(L)出港． 8月16日 9:34 空母エイプラハム・リンカーン入港

◇ 8月19日 8:58 空母エイプうハム・リンカーン出港

♦ 9月6日 16:40 原潜ツーソン(L)入港． 9月26日 14:09 原潜ルイビル(L)入港

◇ 同日 14:26 原潜ルイビル(L)出港

♦ 9月27日 13:45 願潜ヘレナ(L)入港

◇ 同日 14:03 原潜ヘレナ(L)出港

◇ 9月30日 10:13 原潜ツーソン(L)出港

佐世保当期計（うち原潜） 5 (4) 

（一宣）
•80 年代、忌野清志郎や浜田省吾は歌「ボ
タンを押せば、世界が破滅するかもしれない

戦争を」歌にした。 21世紀の今、私たちが
直面している戦争を何と読んだらいいのだ

ろうか。世界を巻き込むのではなく、破滅す

るものとしないものが、はっきりと区分され

る、局所的戦争。コンピュータ仕掛けの巨像

が、子猫を踏み潰すように、おそいかかる側

には最小限の苦痛しか与えない戦争。この戦

争を何と読んだらいいのだろうか。そしてそ

れに対抗する私たちの思想と行動、言葉
は・・・

●さしあたりほかの言葉は見つけられない。

だから叫ぶ。何度でも。「殺すな＝DoNot 
皿！」。（た）

【沖編（ホワイトビーチ）】

● 8月19日
◇ 罰日

● 9月20日

◇ 9月25日

8:18 願潜シャイアン(L)入港

16:49 原潜シャイアン(L)出港

10:38 願着ヘレナ(L)入港

10:01 願漕ヘレナ(L)出港

沖纏当絹計（うち願漕） 2(2) 

●2002年1月1日から9月7日までの各増の瓢子力艦入澪戴
（ ）内は原子力着水艦

犠須賣

佐揖保
沖縄

合計

15(15) 

16(15) 

15(15) 

存

Sfop fhe lar on Iraq 
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